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１．問題の所在

19世紀後半から20世紀前半までの「近代」に形成さ
 れたナショナリズムは、その後は弱体化、ないしは消
 滅すると言われてきた。ところが1990年代以降、とり
 わけ冷戦終結以降、そうした見方に反する状況が世
 界各地で起こった。そのうねりは「ナショナリズムの時
 代」と呼べるほどの勢いで沸き起こり、国家の根幹を
 揺さぶった。



（例）ユーゴスラビア紛争、チェチェン紛争、ウイグル民族
 紛争、タイ・カンボジア国境地域の文化遺産をめぐる衝突、

 中国の反日運動、日本の歴史教科書問題など。

ではなぜ1990年代に入ってから  
ナショナリズムは復興したのか？



（仮説）

グローバル化によって「想定された」
 

コスモポリタンな価値観の成立では
 

なく、むしろ人々が画一化や均質化
 

を自らのアイデンティティの危機とし
 

て認識したことを意味し、それがナ
 

ショナリズムへの回帰を促した



二つの目的の設定

①経済のグローバル化が議論されるようになった1990
 年代以降、文化遺産が各国のナショナリズムの表象
 や愛国教育の一環としてどのように利用されているの
 か

②文化遺産の保護のあり方が各国のアイデンティティ
 再構築との関連においてどのような特徴と問題点を
 有しているのか



アンソニー・スミスの理論

 

（西欧近代革命）

 エトニ（エスニック共同体）

 
➡

 
➡

 
ネイション

出自や血統神話、歴

 史の共有、独自の文

 化、特定の場所（郷

 土）意識、連帯感

エトニ的要素（出自や血統神話、

 歴史の共有、独自の文化、特定

 の場所（郷土）意識、連帯感）

市民的要素（領域的概念・

 要素、共通の文化、市民的

 諸権利、法と法制度に基づ

 く共同体）



グローバル化

民族・ローカルな文化の枠の破壊、
 文化の画一化

エトニ的要素

市民的要素



暫定的結論

20世紀後半から加速化したグローバリゼーションは経済的だ

けでなく、政治的にも文化的にも画一化を進めた。政治的に
は、インターナショナルな政治的主権が国民国家を超えて主
張されている。文化的には、情報技術の発展が個別の文化を
飲み込み、ネイションのエトニ的要素を破壊しつつある。すな
わちグローバル化は、エトニ的要素と市民的要素との調和点
に立っていたこれまでの近代ナショナリズム（国民）の土台をぐ
らつかせ、人々のアイデンティティにあらたな危機を生み出し
た。人々はあらたな危機回避を強いられているのである。それ
が、ナショナリズムの復興・アイデンティティ再構築であり、文
化遺産をめぐる紛争や愛国教育の背後にあるのではないか。
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